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ガバナー月信
桜と阿波和三盆糖

阿波和三盆糖は日本独特の伝統的製法により生産される和
式精製糖の最高級品で、「盆の上で砂糖を三度研ぐ」という、
古来から伝わる精糖工程に由来します。その風味は「味覚の
芸術品」とまでいわれ、江戸時代より品質において阿波のも
のが最高とされてきました。この阿波和三盆糖を使用した干
菓子は古くから愛され、特に桜はその愛らしさと季節性に相
まって春の名菓として親しまれています。
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ロータリーの特別月間のうち、4月は「環境月間」で

す。この月間は、「天然資源の保全と保護を強化し、環境

の持続可能性を高め、人と環境との調和を促す活動を

支援する月間」です。

環境月間は、2022年、RI理事会10月に決定された重

点分野の1つであり、重点分野の中では一番新しい分

野です。

今、多くのロータリークラブが取り組む事業の中で、

環境保全にかかる事業が多く取り組まれています。河

川や、海岸の清掃では、ペットボトル等の回収を行い、

海洋汚染を防ぐことに努めています。また、森づくりの

事業も積極的な取り組みが進められています。植林、間

伐、針葉樹と広葉樹をバランスよく植林する「混合林づ

くり」は、森林の環境を守ることになります。木は根から

吸い上げた水と、空気中の二酸化炭素を使い、太陽の

光のエネルギーを利用してでんぷんや糖を作ります。

木の「光合成」によりCO2を削減し酸素を供給してくれ

ることにもつながる取り組みとして評価されています。

また、水源の森の草刈りや保全活動に取り組んでいる

皆さんも多く、ロータリークラブだけでなく地域の皆様

と連携しながら進められています。どんぐりを広い、ポ

ットでどんぐりの苗を1年かけて育てた後、山に植林し、

どんぐりの森を作る活動も行われております。どんぐり

は動物の食糧ともなります。木に巣箱を取り付け小鳥

たちの住処を作りバードウォッチングを楽しむなど自

然の森を作る取り組み等も進められています。

地区では、間伐材等で作った木のベンチを四国霊場

会の徳島の霊場に寄贈させていただき、本年度の記念

事業としました。四国88か所でのポリオ根絶祈願とと

もに、環境保全の取り組みとしました。四国88か所霊場

の世界遺産登録活動へのお手伝いになればと思って

います。

Governor’s
Message

4 月は環境月間です。
国際ロータリー第 2670 地区 2023-2024 年度

ガバナー 𠮷岡 宏美  

国際ロータリー第2670地区
2023-2024年度 ガバナー
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高知ロータリークラブでは、地区補助金事業とし

て、2023年９月24日に「Enjoy！ あそびの広場 ～世界の

おともだちと～」という高知県内の小学生と高知在住の

留学生や、研修生などの海外の皆様との交流会を開催

しました。

内容としましては、会場であるよさこいドーム内に、ア

メリカ、ミヤンマー、フィリピン、チュニジア、ネパール、

インド、インドネシアの各国ブースを設置し、その周辺

でその国からの留学生や会社員などが、それぞれの国

の子ども遊びを高知県内の小学生たちに教え、ともに

遊び、交流するというものです。

当日は、小学生65名、保護者100名、運営スタッフ50

名程度、ロータリアン9名の合計224名程度が参加し、ド

ーム内を動き回って時間いっぱい楽しみました。

プロジェクトに参加した、地元の小学生とその家族に

とっては、コロナ下で少なくなっていた、県内在住の海

外の方との交流が図れ、将来国際社会へ飛び出してい

く世代の子どもたちへの幼少期から外国の方と触れ合

う、様々な文化を体験するなどの異文化国際理解の促

進につながったことと思われます。また、留学生や地元

企業で働く外国籍の方々

にとっても、地元の人たち

と触れ合いの場が得られ、

自国文化の再認識、そして

地域への興味、愛着の増

進となったと思われます。

このプロジェクトは、新

型コロナウイルスの影響

により、地域で異文化国際

理解を深めることが難しくなっている中、その機会が得

られるということ、そして人口減少に悩む地域の起爆剤

として、海外の若い皆様に地元への興味、愛着を持って

もらうというニーズに応え、多文化共生社会の実現への

一助になったものと思います。今後もこのような活動が

行われていくことを期待したいと思います。

（財団事業報告）

Enjoy！ あそびの広場 ～世界のおともだちと～

高知ロータリークラブ　ロータリー財団委員会
委員長 森 恒一郎

Club 
Newsletter
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第 9 回一日一斉おもてなし 遍路道ウォーク

徳島ロータリークラブ  環境保全委員会
副委員長 前泊 匡彦

2024年2月23日（金曜日・祝日）、非常に気温も低く小

雨がぱらつく中、徳島ロータリークラブ会員と家族によ

る『遍路道ウォーク』が実施されました。

◦当日の行程

▪10:00 長尾織布（長尾会員会社：徳島市国府町和

田189）に集合

▪10 :00-10 :45  長 尾 織 布 → 天 狗 久 → へんろ道

合 流 → J R 府 中 駅 → 大 御 和 神 社 → お 接 待 場 所

MOVOM『誉建設』様で休憩

▪11:00-11:45 お接待場所→16番札所観音寺→15

番札所国分寺（逆打ちにて歩きました。）

▪12:00 国分寺到着後、帰路は送迎車にて長尾織布へ

▪12:15-13:00 長尾織布に帰着後、昼食お弁当を頂

き、売店の見学後解散しました。

◦参加者：17名（うち徳島プリンスロータリークラブか

ら1名、会員家族4名）

◦ルートマップ

◦目的:遍路道の点検（受付NO.7）

◦遍路道ウォークの様子

みなさん、しっかり防寒して張り切って集合しました。準備万
端いざ出発へ。

今回は立ち寄りませんでしたが、17番札所井戸寺へ向かう
看板はしっかりとしており分かり易いです。

『四国のみち』の表示はしっかりと案内の役割を果たしてお
ります。

Club 
Newsletter



Governor’s Monthly Letter 2023-2024  7

Ap r.  2 0 2 4  vo l . 10

大御和神社へ到着。とくしま花手水めぐりの真っ最中でとて
もきれいに彩られておりました。
今回の道中で、MOVOM『誉建設』様がお接待場所をされて
おり、そろそろ疲れてきた身体を休憩させてもらいました。
身体も心も温まるそば米汁を頂きました。再度元気を取り
戻しゴールに向けて出発。

16番札所観音寺に到着

ポリオ根絶祈願でベンチ寄贈

国道を外れると案内表示もなく、どちらに進んでいいものか
分かり難いです。
案内が記してあるのかさえも見えにくくなっております。

15番札所国分寺へみんな揃って元気にゴールしました。
本当に皆様、小雨振る中、お疲れ様でした。ありがとうござ
いました。

◦点検の結果は、

①旧道が殆どで、道幅が狭く歩道が未整備。

②16番付近や、17番までの区間は自動車の通行量が

多い。事故に気をつけて歩く必要があります。

③交差点に、行き先案内の標識は殆ど設置されてい

ない。設置されているのが稀。進むべき方向が分

からない。

④古くからの石柱の標識は老朽化している。判読で

きない、傾いている、など。

⑤四国のみちや別ルートの案内（行き先表示）と方

向指示が異なる箇所がある。利用者は戸惑いそう

です。

⑥平坦地形であるので、転落等の危険箇所はない。

徳島ロータリークラブは、「四国遍路を世界遺産に」の

取組みが話題を呼び、地元の皆様のみならず、観光客

をはじめとした四国の地を訪れるより多くの人々に親し

まれ、四国遍路の世界遺産登録に向けた機運の更なる

高まりに貢献してゆきたいと思います。
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「SDGs 先進県徳島を世界へ発信するレセプション」
外務省 ･ 飯倉会館に出席して

鳴門中央ロータリークラブ 情報 ･ 雑誌委員会
委員長 村澤 由利子

2024年3月13日㈫18時30分より、外務省の飯倉会館

のレセプションに、上川外務大臣・後藤田徳島県知事の

招待により出席しました、各国の駐日大使達が97名、国

会議員を初め関係者等で総勢230名の盛大な会で、ド

イツ大使とも5ヶ月ぶりにお会いしました。

親善交流会でのバナー交換

徳島県からは、様々なSDGsの取り組みや、地元産の

食材を使ったお料理、藍を使った様々な製品などが展

示され、大きな蜷飾りも展示されていました。最初に上

川大臣、後藤田知事、ドイツのクレメンス･フォン・ゲッ

ツェ大使が挨拶され、大使は、今年が鳴門市とドイツ・

リューネブルク市との「姉妹都市盟約締結50周年」の記

念すべき年であり、私が会長をさせていただいている

「鳴門日独友好協会」とドイツとの様々な結びつき、捕

虜収容所で最初の第九演奏、ドイツ館等、これまでの

様々なドイツとの関係を話してくださり、鳴門市がいか

に有名であるかをお聞きし、とても嬉しく思いました。

「鳴門中央ロータリークラブ」は昨年10月、ドイツ・リ

ューネブルク市より親善使節団37名（青少年11名を含

む）が、鳴門市を訪問の際に全員を招待し「親善交流

会」を開催しました。庄司会長・東谷幹事、沢山の私達

会員をはじめ、リューネブルク市のカーリッシュ市長市

長・泉鳴門市長、ゲバル独日協会会長･村澤が出席、3時

間にわたり和気藹々と素晴らしい会が開催されました。

ロータリアンとのバナー交換もあり、今 年 8 月に 鳴 門

市よりリューネブルク市を訪問の際は、リューネブル

クロータリークラブが私達、親善使節団を招待してくれ

ることが決まり、またロータリーの輪が世界に広がりま

した。

今回も、ロータリークラブの基金より補助をいただ

き、ドイツと日本の国際的な友情がますます深まり、有

意義な会を開催することが出来ましたこと、篤くお礼申

しあげます。

Club 
Newsletter

阿部元ガバナー補佐、エチオピア大使と

レセプションでの阿波おどり、後藤田知事も参加



Governor’s Monthly Letter 2023-2024  9

Ap r.  2 0 2 4  vo l . 10

すなはまフェスティバル

さぬきロータリークラブ 雑誌・広報委員会
委員長 松本 周

さぬきロータリークラブは、本年度よりさぬき市津田

町の津田の松原で10月28日から11月3日までの間に開

催された「すなはまフェスティバル」にロータリー財団

地区補助金事業の一環として参加しました。

「すなはまフェスティバル」は、2022年より行われて

いるイベントで全国から思いのつまったイラスト、写真

や自ら考えたアートをTシャツにプリントする「Tシャツ

アート展」、津田の松原周辺のお店やスポットをゲーム

感覚で巡ることのできる「まちかどクエスト」、海ごみに

ついて学び、楽器演奏や音楽会をした「すなはまステー

ジ」などがあります。

地域の飲食店が多く出店した「すなはまマルシェ」で

は11月2日、11月3日の2日間は「ごみを出さないリユー

スマルシェ」として様々工夫がなされました。

さぬき市津田の豊かな自然の中で、レクリエーショ

ンを通じて在住外国人と日本人との親睦を図り、多文

化共生への理解を深めるために「すなはま運動会」も

2022年に引き続き開催しました。

国際交流が身近になってきた近年においてはさぬき

ロータリークラブの会員も参加したいところではありま

したが、思うように体がついていかないので、次回の参

加を目指しています。

約1週間のイベントで累計2,000名の地域の方々が参

加され、「さぬきロータリークラブ」の名がプリントされ

たTシャツと、「四つのテスト」がプリントされたTシャツ

の展示を行い、最終日には多くの会員で海ごみ拾いを

しながら、マルシェに出店していた津田町に新しくでき

たピザ屋のピザに舌鼓を打ちました。

最終日であったため、「すなはまフェスティバル」の片

付けにも参加させていただき、「すなはまフェスティバ

ル実行委員会」の方 と々交流を深めることもできました。

今後も「すなはまフェスティバル」だけでなく、地域を

盛り上げるイベントには積極的に参加していきたいで

す。地域に根付いた活動をこれから続けていきたいと

考えています。

Club 
Newsletter
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阿南ロータリー創立 65 周年報告

阿南ロータリークラブ 65 周年実行委員会
委員長 山田 隆治

令和6年2月17日、18日の両日、ホテル石松において阿

南ロータリークラブ65周年記念行事が開催されました。

5年前の60周年の時に姉妹締結をしたにもかかわら

ずコロナ禍により交流が中断したままだった台中環中

ロータリークラブからは,会員とご家族あわせ25名もの

方々が駆けつけてくださり花を添えていただきました。

2月17日のウエルカムパーティーでは両クラブで楽し

く食事をした後、阿南が誇る有名連「達粋連」の指導のも

と今回のために作成した両クラブの交流の証の法被を

羽織って会場狭しと踊り明かし大いに盛り上がりました。

そして2日目、阿南ロータリー女性会員を中心に艶や

かな着物姿でお客様へ和菓子と抹茶を提供し、午前10

時から両クラブの2回目の姉妹締結調印式を行い、それ

ぞれのメンバーが見守る中滞りなく終えました。

そしてメインイベントである記念式典が𠮷岡ガバ

ナーはじめ県南部の各クラブ会長幹事の皆様や岩

佐阿南市長様、インターアクトでお世話になる阿南

光高校 笠原校長をお招きし盛大に開催されました。

記念事業としてロータリー財団、米山記念奨学会並

びに阿南光高校へ目録を贈呈し、その後阿南ロータリ

ークラブと台中環中ロータリークラブのそれぞれ5年間

の活動報告を行いました。

記念式典の後、祝賀会へと遷り、河内会長の開会の挨

拶の後、スポンサークラブである小松島ロータリークラ

ブの山下会長の乾杯挨拶で開宴。それぞれ各テーブル

では大いに楽しく談笑の様子が見られました。またこの

記念祝賀会のために、数ヶ月かけて準備を重ねた台中

環中ロータリークラブの4名のサキソフォーンとクラリネ

ットそして河内会長自らバイオリンを弾き、息のあった

アンサンブルがアトラクションとして披露されました。

そうして続いた宴席も時間となり最後はもちろん全

員での『手に手つないで』でお開きとなりました。

これからの70年、80年とクラブの維持発展の重要性

を改めて感じる良い機会となりました。

Anniversary 
Events
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国際ロータリー第2670地区 夏見良弘ガバナーエレ

クト（GE）主催でPETS・DTTS（会長エレクトセミナー・地

区チーム研修セミナー）が 2024年2月25日 オークラホ

テル丸亀に於いて開催されました。

合同セミナーに先立ち、午前中には早くからお集ま

りいただいたパストガバナーなどによる諮問会議、財

務委員会ならびにガバナー補佐引継式・研修会が執り

行われました。　午後1時30分、𠮷岡宏美ガバナーの点

鐘、開会のご挨拶で第1部の合同セミナーが開催され、

はじめに前田直俊次期地区研修リーダーより「クラブ会

長の役割、地区チームの役割」についてご講義をいた

だきました。

引き続き、夏見GEより「次期RIテーマと地区運営方

針」についての説明がなされました。「青少年に夢を」を

活動の基盤に置き、ロータリーの現状、2670地区の現

状、さらに今後のロータ

リーのあり方をお伝え

いただき、そのなかで

現在がロータリーにと

って大きな変革期であ

るということが示されま

した。

第2部PETSでは各ク

ラブの会長エレクトの

皆様に夏見GEより「次期RIテーマとクラブ運営につい

て」3カ年計画の作成などを踏まえたより具体的な説明

がなされました。

その後公式訪問、ガバナー月信、次期予算案の説明

を各次期担当地区幹事、地区会計長がお伝えいたしま

した。

最後に現・次期ガバナー補佐と会長エレクトの懇談

が分区ごとに行われ、前田次期地区研修リーダーより

講評をいただいたのち、閉幕しました。

DTTSでは、各委員会委員長がリーダー役となり、活動

方向性や運営方針等、地区研修・協議会へと繋がる話

し合いが時間いっぱい熱心に行われました。

みなさまには、この日受けられたセミナーの内容を

有意義に活用していただき、今後のクラブ活動がより充

実し活性化されたものになることを期待しています。

2024-2025 年度
PETS・DTTS 開催報告

PETS・DTTS 実行委員会
委員長 細谷 誠（丸亀 RC）

District
Events
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9月21日～22日、愛媛大学社会共創学部産業イノベ

ーション学科の1年生25名が、川之江ロータリークラブ

のある四国中央市に“産業技術調査”という授業の一貫

として来訪しました。（産業技術調査の目的は、県内産

業の現場を訪問し、産業規模や技術を学ぶこと。産業が

立地する地域の様子を学ぶこと。社会人になった時に

必要となる素養について考える事だそうです。）

四国中央市は、紙製品の出荷額では18年連続日本一

の紙産業のまちです。お札と切手以外の紙製品なら何

でも揃うとまで言われています。愛媛大学は当市に、平

成30年に開学し、地域産業を支える人材育成を目的に

教育が始まりました。

支援のきっかけは、7年前当クラブの「クラブ長期戦

略」の一つに「県内に学ぶ学生さんの支援及び地域産

業の発展に貢献しよう」と、愛媛大学社会共創学部の学

生支援を掲げ始まりました。今年で6回目となります。支

援の内容は、松山から四国中央市までのバス代とクラ

ブメンバーとの交流会です。2年間コロナで支援を中止

していましたが、3年ぶりの実施です。

交流会は事前に聞きたい内容をグループごとにまと

めていただき、食事を共にしてリラックスできる雰囲気

としました。社会人になる

不安、大学時代の過ごし

方、成功談や失敗談、仕事

の選び方、経営して苦労し

ている事、その乗り越え方

など、学生から熱心な質問

が次から次へと上がり、会

員からはストレートな体験

談で答えました。学生への

励ましや応援を送った私たちですが、逆に今の若者た

ちの思いや考え方に触れ、参加した会員の学びになり

ました。お互い有意義な時間を過ごす事ができました。

今後は、ローターアクトクラブの創設や様々な学生支

援活動を模索し、未来の地域の担い手として地元企業

に就職し育っていく事を願って支援を続けていきたい

と思っています。

次代の地域産業を担う大学生を支援

川之江ロータリークラブ ロータリー財団委員会
委員長 大西 宣弘

Club 
Newsletter
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2 月度出席報告

分区 クラブ名 出席率
（%）

2月末
会員数

首比
増減

2月末
女性会員数 例会数

香
川
第
Ⅰ
分
区

さ ぬ き 66.67 18 -1 0 4
東 か が わ 84.51 25 2 3 3
小 豆 島 92.93 34 1 2 3
高 松 100.00 88 4 10 5
高 松 中 央 88.54 34 2 0 3
高松グリーン 86.90 37 -2 4 4
高 松 東 100.00 46 0 5 3
高 松 北 86.81 82 2 7 3
高 松 西 69.23 42 2 2 3

10RC 高 松 南 86.81 82 2 7 3

香
川
第
Ⅱ
分
区

観 音 寺 94.09 43 4 4 4
観 音 寺 東 88.46 27 -1 4 4
琴 平 93.00 9 0 0 3
丸 亀 77.48 55 0 4 3
丸 亀 東 64.88 44 5 3 4
坂 出 96.15 40 0 1 4
坂 出 東 91.33 70 -1 12 4

8RC 善 通 寺 81.25 36 -1 0 4

分区 クラブ名 出席率
（%）

2月末
会員数

首比
増減

2月末
女性会員数 例会数

高
知
第
Ⅰ
分
区

安 芸 89.04 20 1 2 4
中 芸 75.76 12 0 0 3
香 長 93.10 10 0 0 3
高 知 中 央 69.44 45 -1 0 3
高 知 東 100.00 57 4 6 4
高 知 南 88.85 82 5 10 4

7RC 高知ロイヤル 90.91 23 2 4 2

高
知
第
Ⅱ
分
区

高 知 86.89 88 -1 10 4
高 知 西 90.05 75 0 3 3
高 知 北 82.76 34 2 3 2
中 村 81.52 56 2 7 4
四 万 十 81.25 12 2 1 3
仁 淀 82.22 16 -1 2 2
宿 毛 66.00 28 2 1 4

8RC 須 崎 70.00 15 1 0 2

分区 クラブ名 出席率
（%）

2月末
会員数

首比
増減

2月末
女性会員数 例会数

愛
媛
第
Ⅰ
分
区

今 治 100.00 51 1 3 4
今 治 北 75.00 21 0 1 2
今 治 南 98.33 66 2 0 4
伊 予 三 島 92.16 34 -2 1 4
川 之 江 95.74 47 -1 0 4
新 居 浜 100.00 68 0 2 4
新 居 浜 南 86.96 17 2 3 3
西 条 90.00 28 0 1 3

9RC 東 予 100.00 30 0 2 4

愛
媛
第
Ⅱ
分
区

北 条 88.24 9 -2 0 2
伊 予 88.55 33 0 0 4
道 後 77.01 30 1 2 3
松 山 68.68 71 4 5 4
松 山 東 73.86 23 1 0 4
松 山 北 85.96 29 2 2 2
松 山 南 82.00 50 -2 5 3
松 山 西 82.95 23 -1 2 4
大 洲 69.35 32 -1 2 4
宇 和 島 85.19 18 0 2 3

11RC 八 幡 浜 90.16 22 0 0 3

分区 クラブ名 出席率
（%）

2月末
会員数

首比
増減

2月末
女性会員数 例会数

徳
島
第
Ⅰ
分
区

徳 島 91.64 80 1 5 4
徳 島 東 56.50 54 -1 2 4
徳 島 北 74.18 31 1 6 3
徳島プリンス 79.49 77 -2 11 3
阿 南 68.47 53 -1 5 4
阿 南 南 0.86 49 1 0 5
小 松 島 88.80 18 0 0 3
小 松 島 南 66.67 18 -3 0 4
阿 南 中 央 71.70 20 -1 4 3

10RC 徳 島 眉 山 69.44 13 0 1 3

徳
島
第
Ⅱ
分
区

阿 波 池 田 87.80 41 0 0 4
御 所 86.33 26 1 5 3
鴨 島 80.07 47 -2 4 4
鳴 門 69.57 48 4 5 3
鳴 門 中 央 70.77 37 0 2 4
徳 島 中 央 66.07 28 2 5 4
徳 島 南 67.57 37 2 3 3
徳 島 西 81.82 34 2 4 3
脇 町 71.28 39 -1 2 5
阿 波 徳 島 37.68 23 0 1 3

11RC 美 馬 62.96 27 0 4 4

出席率（%） 2月末
会員数 首比増減 2月末

女性会員数

74RC合計 80.77 2,887 43 219 
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マルチプル
米山功労者 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

長井　浩 藤枝　晃 山本　敏明　 森本　一典
今治南RC 今治南RC 今治南RC　 新居浜南RC

マルチプル・ポール・ハリス・フェローー 米山功労法人 米山功労者

瀧山　一甫 曽根　正夫 菅　道男　 阿部　秀二郎
新居浜南RC 新居浜南RC 今治南RC　 今治南RC

米山功労者

近藤　周治 森本　真博 丹下　貴啓　 𠮷井　智己
今治南RC 今治南RC 今治南RC　 今治南RC

マルチプル米山功労者

川渕　康生 山村　稔晴 田中　誠 前田　建樹
高知西RC 高知西RC 高知西RC 高知西RC

受賞者一覧
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ポール・ハリス・フェロー

越智　清仁 竹中　健造 　安永　隆 近久　良枝
今治南RC 今治南RC 　今治南RC 新居浜南RC

ポール・ハリス
フェロー

岡林　義幸 　
新居浜南RC 　

ポール・ハリス・フェロー

芥川　幸次 木下　誠 近藤　省吾 近藤　吉朗
今治南RC 今治南RC 今治南RC 今治南RC

受賞者一覧
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ガバナー事務所から情報配信いたします。 

ガバナー月信編集委員会からのお知らせ
ガバナー月信は従来の冊子の配布に変えてネット配信となっています。また、youtubeでの配信も行っています
ので、ぜひご活用ください。ガバナー事務所のHPでの月信の閲覧およびダウンロードをお願いします。

http://rid2670.jp

記事投稿のお願い
ガバナー月信は、地区ガバナー事務所と会員の皆様との情報共有ツールです。日頃の奉仕活動等を下記へお
送りください。

monthly2324@rid2670.jp

⃝物故会員の連絡について
クラブ名・氏名・逝去年月日を記載の上、顔写真（ファ
イル名を氏名にしてください。）を添付してください。

⃝出席報告について
毎月最終例会後、翌日15日までにガバナー事務所まで
メールまたはFAXでお送りください。

⃝受賞者紹介について
所定のエクセルファイルにクラブ名・氏名・受賞種
別を入力の上、顔写真（ファイル名を氏名にしてくだ
さい。）を添付してください。
⃝クラブの行事や活動状況について

原稿と写真を添付の上メールでお送りください。

ガバナー月信の締切は毎月15日です。
↓までお送りください。

monthly2324@rid2670.jp

国際ロータリー第2670地区 ガバナー事務所
e-mail:tokushima2023-24@rid2670.jp
国際ロータリー第2670地区ガバナー月信編集委員会　地区代表幹事:前田　康人/担当幹事:松下浩太郎

〒770-0941 徳島県徳島市万代町3丁目5-4 近藤ビル4階 TEL:088-676-2172 FAX:088-676-2173

是非、ご登録いただきますようお願いいたします。


